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2010年は電子書籍元年だったのか？

 iPadの登場、Kindleの発売が電子書籍市場の転機に

 2010年末にはGalaxｙ Tab、GALAPAGOS、SONY READERなどが、日本市場に
相次いで登場

 とはいえ、日本独自の携帯コミックという電子書籍市場がすでにあった

 端末は登場したが、日本語の書籍が流通する市場は今1つ

 端末ごとに専用の流通マーケットでユーザーの利便性は無視

 米国では本命のKindleストアにも、それを追うApple iBooksストアーにも日本語
の書籍がない

 各社が独自の仕組みで電子書籍を販売しているのが現状

 AppStoreでアプリケーションとして提供

 携帯キャリアと組んだ各社連合が独自フォーマット、独自サービスを展開



電子書籍の市場感

● いくつかの統計調査データを見ると、2010年の電子書籍市場
規模はおよそ600億円

● これが2014年には1400億円程度に拡大すると予測

● 現状の大半は「ガラ携」で読むコミックの市場。今後はiPadや
その他の電子書籍リーダーで読むものが増え、2014年には
半分以上が後者になると予測されている

● ある意味、すでに日本は「電子書籍大国」で、この出版不況
の中でもかなり成長が見込める有望な市場



さまざまな電子書籍マーケットが乱立

サービス名 運営母体 端末 当初取り扱い数

トゥ・デファクト

リスモ・ブックストア KDDI

ソフトバンクモバイル

ツタヤ・ガラパゴス

リーダーストア ソニー SONY Reader

さまざまな端末 クラウド型、独自端末開発も検討

        NTTドコモ、    
大日本印刷

Galaxy Tabなど 2万点 丸善、文教堂などのリアル書店と
の連携も予定

biblio Leafなど 2万点
KDDIとソニー、凸版印刷、朝日新
聞社が共同で設立した電子書籍配
信事業会社「ブックリスタ」と連携

    ソフトバンク     
ブックストア

   ソフトバンクの   
スマートフォン

15万点 点数が多いのは、携帯電話用の
既存コミックを流用しているため

シャープ、CCC シャープ
GALAPAGOS 2万4千点

いまのところシャープの
GALAPAGOS専用

2万点 これもReader専用のマーケット

BookLive！ 凸版印刷、インテル、
ビットウェイ

3万点

このほかにも独自マーケットを展開する動きはたくさんある。
そして、Amazon Kindle Store、Apple iBooksもやがてサービス
を開始するはず。

自分たちが出版するにはどこが最適なのか！



電子書籍マーケットの現実

● どのマーケットも2万冊程度からスタート

● 当面でも10万冊程度の蔵書を目指しているところが多い

● とはいえ、年間の新刊書籍は約7万冊あり、欲しい新刊書籍がマーケットに存
在しない可能性は高い

● 電子書籍マーケットごとにコンテンツのフォーマットも異なれ
ば、利用方法も異なる

● 何種類もの端末を揃えて読書する人はまずいない

● 今後はクラウド型の書庫機能などで差別化を図れたところが
勝利するかもしれない

● 巷で大騒ぎしている割には、じつは電子書籍はあまり売れて
いない！

● 電子書籍にすれば新たなビジネスへの路が開けるわけではない。そもそもコ
ンテンツに「パワー」がなければ売れないのは紙でも電子でも同じ



現状の電子書籍の分類

 テキスト中心でリフローできるもの

 AppleのiBooksなどで読むEPUB

 小説を単行本のように読める青空文庫形式

 Amazon Kindle形式

 XMDFやドットブックなど専用ビューワーで見る独自形式

 イメージ中心でページレイアウトは固定のもの

 Jpeg画像をまとめたものやPDFそのもの

 DTPデータをイメージ化して専用ビューワーで見る形

 TimeやWIREDのように独自のインタラクティブ操作が可能な雑誌形式

 専用アプリで（HTML5などを用い）マルチメディア化したもの

フォーマットはまだまだ過渡期にあるのが現状、HTML5が1つの方向性か



電子書籍のメリット

 リフロー型は、文字の大きさなど自由に変更できる

 検索機能やしおりで目的のページに瞬時にジャンプ

 辞書との連携、Web検索との連携も可能

 TwitterやFacebookとの親和性も高い

 配送コスト、在庫管理の手間などがない。基本的に在庫切れ、売り切れ
がないのでロングテールのビジネスが可能

 言語の切り替えや読み上げ、動画の埋め込みなど紙では実現できない多
様な表現が可能

 これまでは書籍にできなかったような小さい単位での出版も可能に



電子書籍のデメリット

 紙より読みにくい

 液晶は目が疲れるし、紙の印刷物よりレイアウト的に読みにくいものも多い

 スマートフォンなどでは紙で200ページ程度が10倍くらいのページ数になることも

 デバイスやアプリケーションごとに操作が異なる

 デバイスやアプリケーションごとにマーケットが異なる

 持っているデバイスには読みたい本がないかもしれない

 そもそも端末がなければ読めない

 最初に数万円の投資をしなければならない、ランニングコストが発生するものも

 一度に複数の本を開けない

 電子教科書としては使いにくいとの指摘も

 古本屋に読み終わった本を売れない、友達に貸せない



電子書籍に関わるのは時期尚早なのか？

電子書籍のメリット、デメリットを把握し
電子書籍の現状を見つめれば

新たなビジネスチャンスが見えてくる



EPUB3.0の登場が市場に変化をもたらすか

● 5月には最新のEPUB3.0の仕様が登場

● 日本では待望の縦書き、ルビに対応

● その他にも脚注、ビデオ、オーディオのサポート、ページを開いたとき
の自動再生などで、EPUB電子書籍でリッチコンテンツも可能に

● Adobeが電子書籍に本気になっている

● 4月11日発表の最新バージョンInDesign CS5.5で、いち早く縦書き、ル
ビなどのEPUB3の仕様を暫定的にサポート開始

● ベースがHTML5なので、Dreamweaverなどでも開発が可能に。むし
ろ見栄えのいいCSSを作るにはDreamweaverが最適か

今後、日本独自の各種フォーマットには、どこに優位性があ
ることになるのか？？



電子書籍化された企業の広報誌

http://www.oracle.com/jp/corporate/candy-employee/epub-277213-ja.html



市の広報誌をEPUBで電子化

http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/koho/ebooks.htm



IBM DB2電子書籍活用例

http://enterprisezine.jp/sepub/ibm



ePubを活用した雑誌抜き刷り

紙の雑誌特集記事を電子書籍化でより多くの人に
http://www.honda.co.jp/motorcycle-magazine/



ePubを利用したフリー電子雑誌

http://0330magazine.com/



ePubを利用して有料の電子書籍販売にチャレンジ

http://www.jazzjapan.co.jp/epub/epub-dl.html



電子書籍ビジネスに手を出さずにいれば、や
がてくる市場の変化に乗り遅れる

● 電子ならではのコンテンツがあるはず

● SNSとの連携、位置情報との連携、動的にコンテンツを集めて1冊の
電子書籍を作るなど新たな発想が必要

● 紙と電子のハイブリッドを考える
● 紙で売れたものをタイムリーに電子化して市場を拡大

● 雑誌コンテンツの寿命が切れる1〜2ヶ月後に電子化

● バックナンバーをまとめて電子化してコンテンツの再利用

● 需要のあるコンテンツの切り売り

● 「売る」だけではない電子書籍の活用方法
● マーケティングツールとして「売らない」電子書籍の活用方法

● コンテンツの再利用、二次利用などに最適
● 雑誌コンテンツの電子抜き刷り

● 絶版本に（付加価値を付けて）復刊



コンテンツ管理システムを使ったダイナミックな
電子書籍の出版

コンテンツ
管理サーバー

小さい単位のePub
コンテンツを蓄積

検索して必要な
ものだけを抽出

ex. 観光スポットごとのガイド

抽出したEPUBをマージ
して1冊の電子書籍に

自分の旅行計画に合ったオリジナル
の電子書籍ガイドブックの完成
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